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ガバニングボード（第１２９回） 議事要旨 

１．日 時 令和７年１月９日（木）１０：５０ ～ １２：３４ 

２．場 所 中央合同庁舎８号館 ６階 ６２３会議室 

３．出席者 

総合科学技術・イノベーション会議（ＣＳＴＩ）議員 

   篠原議員（座長）、上山議員、伊藤議員、梶原議員、佐藤議員、波多野議員、光石議員 

内閣府 

濱野事務局長、柿田統括官、塩崎事務局長補、藤吉審議官、原内閣府審議官、川上審議官、

彦谷審議官、岩渕参事官、梅原参事官、菅田参事官、藤井企画官 

松本外務大臣科学技術顧問、大野経済産業大臣科学技術顧問、 

小安文部科学大臣科学技術顧問、坂本総括審議官 

文部科学省 

 臼田理事長、黒川課長補佐 

経済産業省 

 渡辺室長 

総務省 

 井出室長 

農林水産省 

 釜石参事官 

 国土交通省 

森下参事官 

４．議 題 

(１) 令和６年度補正予算のうち「生成ＡＩの安全性確保に関する研究開発・検証等の推進」に

ついて（説明）

５．配布資料 

 資料１ 生成AIの安全性確保に関する研究開発・検証等の推進（内閣府） 

資料２ 個人情報・公的情報等を安全に活用可能な被災者支援 AI サービス開発基盤（文科省） 

資料３ AI安全性確保に関する調査・分析・普及展開事業（経産省） 

資料４ AIセーフティの強化に関する研究開発構想（経産省） 

資料５ 日本語版医療特化型LLMの社会実装に向けた安全性検証・実証（経産省） 
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資料６ AI安全性強化に向けたLLM生成テキストの検証・分析・改善等支援技術の研究開発 

（総務省） 

資料７ 生成AIを活用した大規模沖合養殖業の省力化及び自動化の推進に係る研究基盤の 

整備（農水省） 

  資料８ インフラの事故対策に活用する生成AIの技術開発実証（国交省） 

 

６．非公開理由 

非公表資料を用いた議論を含むため、非公開とした。 

 

７． 議 事 

（１） 令和６年度補正予算のうち「生成 AI の安全性確保に関する研究開発・検証等の推進」に

て実施する７施策について、各省庁から説明した。 

以上 


